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( 1 ) 与 式 = 4
x

(2 ) 与 式 = - 28 + 20

= - 8
m

( 3 ) 与 式
= 5
x線
=

( 4 ) 1
.

3 x - 0
.
5 x = 3 - 0

.

6

0
.

8 x = 2
.

4

x = 3
mm

( 5 ) 5 式 = 4Ʃ -3 ☆ * I ☆
=恐

=興 = 4Ʃ

( 6 ) 与式 = ( x - 5 ) (x - 6 )
m
～

( 7 ) 3 x + 5 y = 2( のの
- 2 x + 9 y = 1 ー②

①× 2 t ②× 3 より



6 x t 10 y =
4

-6x + 27 y =3
37 y = 37

y = 1

y = 1 を ① に 代入 して

3xt 5 = 2

3 x= - 3

x = - 1

よ
, て x = -

1
. y

1～
～

( 8 ) 3 x
2
- 5 x - 1 は 因 数分解 できないので

解 の 公式 より
- ( . 5 ) ±√(- 5 ) - 4 × 3 × ( - 1 )

x =

2 × 3

=
(参考 )
ax ' tbxtC = 0 lat O ) の 解 の 公式

- b ±√ b- 4 ac
x=

za

( 9 )

ア : 全 ての 河 りの 水 を 調査 できないので①
標本調査
～



イ ; 全生徒 の 健康を 診断するので 全数調査～
～

ウ : ある 特定 の 人 で 調査 を 行 うので 標本調査
mm

@

ェ : 全国民 の 人数 を 調査 するので 全数調査
～

よて 答 えはアウ～

( 1 O )

点 A . B は Y = の

グラフェにありそれぞれ
x == 6

,

2 なので

( 2 ,
3 )、

A α Y 座標

〉

4

Y =

_ t
⑥=

- 1

8
(_ 6

,

- 1 )
∴A (- 6-)
～～

B の Y 座標

y - 号 = 3

∴ B ( 2
,

3 )
～

1次関数では 傾 き = 変化 の 割合 なので

直線AB の 傾 き =

Y の増
の増加量

=6)



= 84 - 土
したがって 直線AB の 式 を y = xt b とお c とI
A (- 6- 1 ) を 通 るので

- 1 = 土 × (- 6 ) t b ⇒ b = 2

∴ y = 1 xt 2
n

( い ) y = 2x のグラフは 下 に

A ≤ x ≡ 1 で O ≡ Y ≡ 18

x の 変域 より a は 負 の 値 である

'
m"""

" 経

n
"c 人 s

=σ
c 代 )に 、

⇒ x = a のとき Y = 18

a となる A を 求 める 。

18 = 2 az a co より a = - 3
～
～

( 12 )

ー
5
. A

,
C を 結 び

,
EF との

〉

交点 を G とする 。

ニ ①
ィ

中 点連結定理より
〉 ⑦

G
こ

ィ EG = IBCの

〉ー
8 ー = 上 × 8

= 4



FG = IAD
= 1 × 5

= 25
したがて

EF = EG t F G

= 4 + 5

= ュ3
( 13 ) 樹形 で 考 える

100 円 50 円 ① 50 円 ② 合計金額
表ー

土 裏
π二 ⑳

灰. 亠表 15
甲
ネー

畏 ⑩

100 円 50 円 ① 50 円 ② 合計金額
表ー 廿裏

πへ二裏
\ 亠表 50

甲
ネー

畏 0



硬貨 の 出方 は 全部 で 8 通 り
。 表 が 出 た

硬貨 の 合計 金額 が 100円以上 となるのは
5通 り

。 よって 求 める確率 は

是
( 14 )

\
1

4

7
」"

球 の 半径

中心 から 4 cm の 距離 にある 平面 で 切 ったときの

刀 り □ の 円 の 半径 は 三平方 の 定理 より

√ =√33 cm

よって 円 の 面積 は

33 ×√33 ×π = 33 πcm～



( 15 )

ア : Y = axz は 下 に 凸 のグラっなので

ayom
Y = bx t C は 右 上 りのグラフで 切うが

負 なので b 70
.

con
mm

イ : Y = ax は 下 に 凸 のグラっなので
A 7 0
m～

は = bx + ( は 右 のグラっで 切 うが下 り

なので b
～以正CO c 7 o

ウ : Y = ax はに 凸 のグラつなので上

a ok
～

は = bx t C は 右 上 りのグラっで 切 うが
CTOなので b 70

～
以正

ェ : Y = ax
"

はに 凸 のグラつなので上の
akm
y = bx t C は 右 りのグラっで 切版 が下

CLO負 なので b～
～

よて ,
a
. b

,
C がすべて 同符号 となるのは志



( 16 )

ヒストグラムから 階級値 を 小 さ 順 に 並べると
m

階級 の真 ん 中 の 値

下位 デ ー タ 第 3 四分位数
→

15 , 15 , 25 , 25 , 25 , 35 , 35 , 35 , 35
,

45 , 45 ,45 ,45

,4 i 5 55 ,556s
? 中央値 上 位

第 1 四分位数 デ ー タ

ヒストグラムから 読 みとることができる 第 3 四分

位数は 40 分以上 50 分 未満 ～～
～～

の 階級 に 含 まれて
階級値 が 45

いるが
、
イの 第 3 四分 位数 は 50分以上 60 分

未満 で 異 なてる

《 第 3 四分位数

議



2
.

( )

B

⑦

②
「

ィ

∴ *

の①

: ∞ 半径

Q ニ 1
Q p
∴
…

…

…巡中径一 A

Q

∠ BPA = 600 となるように 作 する
。

⇒ AB を 1 辺 とする 正 三 角形 を 作図 する
。

① A B の 垂道 =等分線 を 作
⇒ 垂直 = 等分 線 ± の 点 (α ) と A

. B を 結 ぶ
三 角形 は AQ = BQ の = 等辺 三角 形

② AB を 半径 とする 円 を 作国
③ ① c ② の 交 点 が P
⇒ AP = BP でありかつ , AP = A B なので

AP = BP = AB ⇒ 正 三角形

( 2 ) 2 桁 の 自然数 × の 十 の 位 を x- の 位 を Y と

するとメ = 10x tY と 表 すことができる
。

メの + の 位 と 一 の 位 を 入 れ替 えた 数 とは
Y = 10 Y t x と 表 すことができる 。

よって × とその 和 は



X + Y = 10 x ty t 10 y t x

= 11 x tll y

= 1 (xty )

(x + y ) は 自然数 なので × + Y はいの 倍数
となる

。

3
.

い )

ア : 表 から n が 偶 数 でも 無限 小数 と

なっているのは n = 6 のときである
～

イ : 1 桁 の 奇数 では n = 5 のとき 有限小数
となっている 。したがて2 桁 の 奇数 に

おいて
,
5 の 倍数 のみを 考 える

B さんの 会話 からイに 当 てはまる 数 は
20 ε 32 の 間 なのでこの 範囲 にある

5 の 倍数 は 25 である

: 25 = 0
.

04 ⇐ 有限小数

よて n = 25
～

①②③④ ⑤⑥( 2 ) $= 0 . 142857 142857…～

小
数点以下 は , 14 28 57 と 繰 り

返 される
。



小数 点 以下 は 6 の 倍数 で 繰 り 返 されるので
50 に 近 い 6 の 倍数 は 48

.

①②③④⑤⑥

*… 1 4 2 85 7

14⑪@⑪ 49500

したがって 小数第 50 位 の 数 は 4 である
～

4
.

( ) 点 I , P

. G が 含 まれる 側面の 展開 国
は

以下 の 通 りである
。

B C
A

IP t P G の 長 さが

最 も 短 くなるのは{ 直線 IGI に 点 P
があるとき

。

∞I

0
P

尺
G4

ーー 4
√

F

O GPF と O GIE において

BF 1 AE より PF 1IE 。 したがって 、 同位角 が
等 しいので

∠ GPF = LGI E 一 ①

∠ GFP = LG EI ー②

の
,
② より 2組 の 角 がそれぞれ 等 しいので
O GPF ∞ O GIE



対応 する 辺 の 比 は 等 しので
PF : IE = GF :G4 一

8

: . 8 PF =8 ⇒ PF = 1

よて

BP = BF - PF
= 6 - 1

= 5 cm

点 P は 頂 点 B を 出発 して 毎秒 1 cm の 速さで
動 くので

5 cm ÷ 1 cm/s = 5 秒後
～～

( 2 )

O ABP と OCBP に

おて, □ ABCD は正方形
なので

AB = CB - ①

また
口 AEFB . D BFGC

は 長方 形 なので

LABP = ∠ CBP = 900

ー ②

共通 な辺 は 等 しいので

BP = BP - ③



①
,

②
.
③ より 2辺 とその 間 の 角 がそれぞれ 等 しいので

O ABP ≡ 0 CBP

対応 する 辺 の 長 さは 等 しので
AP = CP

したがって OAPC は AP = CP の =等辺三角形
である (証明 終 わり )

( 3 ) 4 秒後 の 点 P につ " て
,
I .

P

. Cを 通 る 平面
で 切 ったときの体積 が 大 き 方 の 立体 は

以下 の 通 りである
、

D

i C C

A
i 汲

B

議 ⇒ 議 6
H
ノ
……

…s
4 ↓

P G

\

E E
へ

F

( ; ) □ IE FP の 面積
2 × 4 =8

( i ; ) □ DH G C の 面積
4 × 6 =2



( iii ) □ DIEH の 面積
、

2 + 6)⑬匹

( iV ) □ CPFG の 面積 は □ DIE H の 面積 と

等 しので ⑯

( V ) □ HE FG の 面積
4 × 4 = 16
～

( v ; ) □ DIP C の 面積
D

C DC = IP
.

DCYIP
4

DI = CP ,
DI 11 CP

A
B̂ よりロ DIPC は 平行四辺形買 1

である 。

4

また ,
DC L P CBFG で1 G

あり PC は □ CBFG 上 の

平面 にあるので
E DCIPC

F

よて
,

□ DIPC は平行 四辺形 かつ 1 つの 内角 が

90
^

なので ODIP C は 長方形 である
.

OCBP において 。 三 平方の 定理

より PC=√ 4? =
= 4政



よ
。 て □ DIP C の 面積 は

4 × 43 =16
～

以上 より 求 める 表面積 は

8 + 24 16 + 16 + 16 + 16R
= 80 + 16 Ʃmmmmn


